
様式２ 
 

テーマ型共創フロント 募集シート 
 

    ■提案の募集内容について 

募集テーマ 

 

鋼管ポール防犯灯の長寿命化等対策 
 

提案の募集対象 

（テーマに関連する

事業等の概要） 

横浜市が所有する鋼管ポール防犯灯を維持管理するための長寿命化等の工

法を募集します。 
 

提案を募集する 

背景・課題 

横浜市の鋼管ポール防犯灯は約１万８千本あり、その大半が H28 年度に

自治会町内会から移管したもので、設置から何年経過しているか不明で

す。今年度中に全数点検することを計画しており、相当数の鋼管ポールに

ついて劣化が発見される見込みです。劣化している鋼管ポールを全て現在

の市の仕様に従って建替えることは、予算の都合上すぐに対応することが

できません。倒壊事故を未然に防ぐために、灯具ごと撤去せざるを得ない

状況です。 
そのため、低予算でできる「既存の鋼管ポールの長寿命化工法」や「建替

え工法」などの対策が必要となっています。 
 

課題によって 

①誰が 

②どう困るのか 

①地域住民が 
②灯りがなくなることで犯罪被害のリスクを恐れ、安心して生活できない 

課題に対して横浜市

が現在どう関わって

いるのか 

劣化している鋼管ポール防犯灯は撤去し、近くに電柱がある場合はその電

柱に灯具を移設しています。また、地中埋設物との干渉が無い場合は予算

内で建替えを行っています。 
 

募集対象 

 
※チェックのついたもの

が、今回の募集の対象

です 

 

□ 公民連携の提案及び連携事業者の募集 
  ⇒テーマに関する公民連携の提案・アイデア及び連携事業者の両者を

募集するものです。 
■ 公民連携の提案のみの募集 

⇒横浜市が今後の事業等の方針や仕様を定めるために、テーマに関す

る公民連携の提案・アイデア等のみを募集するものであり、連携事

業者を募集するものではありません。 
横浜市が希望する 

提案について 

 

鋼管ポール防犯灯の劣化に対し、安全かつ低予算でできる対応策の提案 

想定する提案の例 

 

・低予算でできる既存の鋼管ポールの長寿命化または建替工法の提案 
・防犯灯用鋼管ポールに安全対策に関する実証実験 
 

 

■提案にあたっての条件 

募集期間  令和７年７月１日（火） ～ 令和７年８月２９日（金） 
実施予定時期 令和７年９月 ～ 
提案の形式 

 

様式３の【提案シート】をご提出ください。 
※提案シートの他、企画書や関連資料の添付も可です 

提案の選定方法 
※チェックのある方法で

選定します 

□特に選定をしません（提案内容が妥当であれば採用数を絞込まない） 
□審査等による選定等を実施（提案内容等を審査・選定し採用数を絞込

む） 
■提案を参考に、あらためて実施事業者の公募等を実施 
□その他（                           ） 

横浜市から提供でき

るメリット 

提案頂いた内容が、有効な取組と認められた場合、市内の鋼管ポール防犯

灯による実証実験や 
市内約 2,800 の自治会町内会向けに、提案を紹介 など 
 



様式２ 
 

横浜市の予算措置の

可能性 

いただいた事業提案に従い別途相談いたします。 

その他の留意点  

提案のお申込み先・ 

内容についての 

お問い合せ先 

（事業所管部署） 

横浜市市民局 地域防犯支援課  
TEL 045(671)3709   FAX 045(664)0734  
E-mail sh-chiikibohan@city.yokohama.lg.jp 

 


